
42
歳
で
始
め
た
ゴ
ル
フ
は
今
も
現

役
で
、
シ
ー
ズ
ン
中
は
毎
週
の
よ
う

に
コ
ー
ス
に
出
て
い
る
と
い
う
小
田

島
利
英
さ
ん
。
若
い
こ
ろ
は
野
球
で

鍛
え
た
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
だ
け
に
、「
コ

ー
ス
で
邪
魔
だ
と
言
わ
れ
る
ま
で
は

続
け
た
い
（
笑
）」
と
意
気
軒
昂
で
す
。

津
別
町
生
ま
れ
の
小
田
島
さ
ん
は
、

美
幌
農
林
学
校
（
現
・
美
幌
高
等
学

校
）
林
業
科
を
卒
業
後
の
昭
和
26
年
、

津
別
町
役
場
に
就
職
。
以
來
、
42
年

間
に
わ
た
り
様
々
な
部
署
で
力
を
尽

く
し
、
企
画
財
政
課
長
、
総
務
課
長

な
ど
の
要
職
を
勤
め
上
げ
ま
し
た
。

仕
事
と
共
に
力
を
注
い
だ
の
が
、

小
学
生
時
代
か
ら
親
し
ん
だ
野
球
で

す
。
役
場
の
野
球
チ
ー
ム
に
所
属
し
、

投
手
兼
主
軸
打
者
と
し
て
奮
闘
。
大

会
で
は
、
投
手
と
し
て
２
日
で
３
試

合
完
投
と
い
う
タ
フ
ネ
ス
ぶ
り
を
発

揮
し
、
打
っ
て
は
長
打
力
を
活
か
し

て
逆
転
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
と
い
う
劇

的
な
出
来
事
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

選
手
を
退
い
て
か
ら
は
チ
ー
ム
の

監
督
、
代
表
と
し
て
若
い
世
代
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
に
回
り
ま
す
。
代
表
を

務
め
て
い
た
昭
和
46
年
に
、
役
場
チ

ー
ム
と
町
内
実
業
チ
ー
ム
合
同
で
高

松
宮
賜
杯
全
日
本
軟
式
野
球
大
会
に

出
場
。
昭
和
51
年
に
は
役
場
チ
ー
ム

が
道
代
表
と
し
て
佐
賀
国
体
に
出
場

し
、
い
ず
れ
も
初
戦
を
突
破
す
る
な

ど
堂
々
た
る
戦
績
を
収
め
ま
し
た
。

活
動
費
が
限
ら
れ
る
中
、
金
銭
的

な
苦
労
も
あ
っ
た
よ
う
で
「
長
野
県

で
行
わ
れ
た
高
松
宮
賜
杯
で
は
、
雨

で
試
合
が
二
日
順
延
し
、
滞
在
費
が

尽
き
そ
う
に
な
っ
て
慌
て
ま
し
た
」

と
、
懐
か
し
そ
う
に
当
時
を
振
り
返

り
ま
す
。

役
場
を
定
年
退
職
後
は
、
平
成
９

年
か
ら
３
期
12
年
に
わ
た
っ
て
津
別

町
議
会
議
員
を
務
め
、
市
町
村
合
併

問
題
な
ど
の
難
局
に
取
り
組
み
ま
し

た
。ま

た
津
別
森
林
組
合
代
表
理
事
組

合
長
、
津
別
町
交
通
安
全
協
会
の
役

員
な
ど
も
務
め
、
長
く
地
域
の
発
展

の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

おだじま　としひでさん／昭和７年９月、津別町生まれ／
81歳／幸町在住

さ
ん

選
手
、
責
任
者
と
し
て

役
場
野
球
チ
ー
ム
を
け
ん
引
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こ
の
４
月
か
ら
津
別
町
役
場
に
勤
め

て
い
る
渡
邊
悠
貴
さ
ん
。
産
業
振
興
課

農
政
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
、
主
に
畜
産

関
係
の
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

遠
軽
町
出
身
の
渡
邊
さ
ん
は
、
遠
軽

高
等
学
校
か
ら
札
幌
国
際
大
学
に
進
学

し
、
ス
ポ
ー
ツ
人
間
学
部
で
ス
ポ
ー
ツ

関
連
の
心
理
学
や
経
済
学
、
環
境
学
な

ど
を
勉
強
。
大
学
卒
業
後
は
「
地
元
に

根
付
い
て
、
地
域
の
た
め
に
貢
献
で
き

る
仕
事
に
就
き
た
い
」
と
考
え
、
公
務

員
予
備
校
に
１
年
間
通
っ
て
オ
ホ
ー
ツ

ク
管
内
で
の
公
務
員
採
用
を
目
指
し
ま

し
た
。

新
人
職
員
と
し
て
の
抱
負
は
、「
今

は
ま
ず
、
農
家
の
方
に
顔
と
名
前
を
覚

え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
一
番
だ
と
思
い

ま
す
。
仕
事
を
し
て
行
く
中
で
信
頼
関

係
を
築
き
、
い
つ
か
は
住
民
の
方
や
同

僚
か
ら
『
渡
邊
君
に
任
せ
て
お
け
ば
安

心
』
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
職
員
に
な
り

た
い
で
す
」。

高
校
時
代
は
野
球
部
に
所
属
し
、
白

球
を
追
っ
て
い
た
渡
邊
さ
ん
。
野
外
で

の
活
動
が
性
に
合
っ
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
現
場
に
行
く
機
会
が
増
え
る
今
の
業

務
に
、
大
い
に
や
り
甲
斐
を
感
じ
て
い

る
よ
う
で
す
。

地
域
の
た
め
に
貢
献
で
き
る
職
員
に

さ
ん

わたなべ　ゆうきさん／平成２年７月生まれ／津別町

役場勤務／達美在住

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
関
し
地

方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の

施
策
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
係
る
地
方

税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
を
受
け
て
、

平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で
の
町

道
民
税
の
均
等
割
額
が
、
４
千
円
か
ら
５

千
円
に
変
わ
り
ま
す
。

ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

町
税
の
納
付
に
は
、
口
座
振
替
制
度
の

ご
利
用
を

町
の
税
金
は
、
津
別
町
役
場
、
北
見
信

用
金
庫
、
網
走
信
用
金
庫
、
津
別
町
農
業

協
同
組
合
、
北
洋
銀
行
、
北
海
道
内
全
て

の
郵
便
局
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、『
日
中
は
な
か
な
か
金
融
機
関
に
行
け

な
い
』
、
『
納
付
を
忘
れ
て
し
ま
う
』
等
の

方
は
、
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。口

座
振
替
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
町

内
の
金
融
機
関
又
は
北
洋
銀
行
美
幌
支
店
、

道
内
各
郵
便
局
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
の
際
に
は
、
預
金
通
帳
、
印
鑑
、

納
税
通
知
書
を
ご
用
意
下
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
の
手
続
き
を
さ
れ
た

日
に
よ
っ
て
は
、
直
後
の
納
期
限
に
間
に

合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
手
続

き
の
際
に
は
金
融
機
関
に
ご
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。 町

道
民
税
の
均
等
割
額
の

増
額
に
つ
い
て

渡
邊
　
悠
貴
　


